
令和 4年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人ふるさと東京を考える実行委員会

1 事業の成果

令和 4年度の事業について以下のとおり報告をいたします。

「夏」の葛西海浜公園での「海水浴」は、 2012年 に約 50年ぶ りで行われた 2日 間限定の海水浴

体験から始まり、昨年で 11年目になりました。昨年夏は、新型コロナウイルスのオミクロン株が猛威

を振るう中ではありましたが、43日 間の海水浴を無事実施することができました。

期間中の来園者は、6.8万人と最も多く、心身共にリフレッシュしたいと思 う多くの人たちが近隣か

ら訪れたものだと思います。

また、海水浴期間中の日曜 日と祝 日には、様々な海遊びを体験する「里海まつ り夏」を9日 間行い、

1,185人 の子供たち、保護者も含めれば数千人の人々が参加しました。

なお、海水浴と里海まつ り夏については、延べ 789名 のスタッフの皆様に活動を支えていただきま

した。

「秋」になり、NPO漁師の活動として、9月 22日 から「海苔養殖」、 11月 5日 から「ワカメ養殖」

の作業を開始し、 11月 22日 には、浅草海苔の収穫を行いましたが、その後、高水温の影響もあり、

東京湾北部全体で発生した病気によつて浅草海苔は枯死 し、その後 12月 20日 、翌 1月 7日 に冷凍海

苔網の設置を行いましたが、全国的な海苔不作の年でもあり、生育が悪く、 2月 末からようやくそれな

りの収穫ができましたが、昨年度の半分程度に留まりました。

ワカメについては、 11月 19日 に種糸の設置を行い、順調に生長 したため、過去最高の数量のワカ

メが収穫できました。

これら海苔とワカメの養殖は、ブルーカーボンの吸収に寄与することから、国土交通省とブルーカー

ボンオフセット制度への適用について協議を行いました。

「冬」になり実施 した「里海まつ り冬 (海苔すき体験及び試食体験)」 は、天候に恵まれ、予定してい

た 2月 5日 から3月 5日 までの毎週 日曜 日の 5日 間の全てに海苔すき体験を実施することができまし

た。

海苔すき体験には、開放的なスペースを求めて公園にやつてきた 1,956名 が参加 し、会場は大いに

賑わいました。そして、海苔・わかめ養殖と海苔すき体験においては延べ 541名 のスタッフの皆様に

活動を支えていただきました。

水質浄化を目指して行われている「里海・里山連携プロジェク トー竹ひび 1人 1本活動一」は、個人

会員はもとより、企業会員や他団体にも協力をいただき、 372本分の寄付があり、竹ひびの設置を行

いました。



一方、竹ひびに付着するカキの量を増やすため、ホタテガイ貝殻や炭を竹ひびに設置する実験を行い、

カキの付着を確認 したほか、カキの天然採苗に成功して、大量のカキ種苗が確保できたため、これを使

った養殖実験にも取り組んでいます。

西なぎさのビーチクリーン活動については、 4月 から11月 まで毎月第 4日 曜日に 8回実施 し、延ベ

596名 が参加 し、漂着ゴミを317袋、カキ殻を51袋回収しました。

東京湾再生のための調査研究活動としては、 4月 にアサリの採苗器を設置し、 9月 に数十個のアサリ

やハマグリの稚貝を確認 しました。6月 ～ 11月 には4回、定置網による調査を行い、スズキ、ウナギ、

ボラ、カタクチイワシ、モクズガニ、シラタエビの成体とマハゼ、フグ、ボラなどの稚魚が採捕されま

した。なお、 10月 。11月 は魚類の採捕はなく、深場に移動したものと思われます。

8月 には里海まつ りの一環として子供たちと一緒に「ハゼ釣 り調査」を二回行ったほか、東京湾水質

一斉調査と二枚貝生息量調査、二枚貝保護を目的とした被覆網 (32ポ)の設置を行いました。さらに

近年、西なぎさで激減 している二枚貝の生息定量調査を行い、わずか 27.6g/ぽの二枚貝の生息量で

あるという結果を得ました。

3月 に被覆網の効果調査を行ったところ、被覆網内では、265g/ポ もの貝類の生息があり、効果が

実証されるとともに、カモやアカエイによる食害の甚大さを実感 しました。

また、3月 11日 には、東なぎさの天然浅草海苔の調査を行い、養殖に用いる糸状体培養用のサンプルを

確保 しました。

NPO漁師育成研修としては、船舶免許を有している会員に対する「操船練習」を行ったほか、ビギナ

ー会員向けの「海での作業の勉強会」も行いました。

広報に関しては、令和4年 12月 の役員会で、広報チームの設置が承認されたことを受けて、チーム

会議が開催され、当会の広報に関する長・中・短期の目標等について検討したほか、2月 25日 の東京

都の PRイ ベントヘ参加し、里海まつり冬で趣旨説明コーナーを設けてアピールしました。

東京湾再生センターの設立に関しては、都議会で令和 3年 12月 に採択された「東京湾の自然再生へ

の取組に関する請願」の内容を実現させるべく、都の担当部局との話し合いを行いました。

以上、令和 4年度の活動についてご報告する次第です。これらの活動が続けられるのも、関係する方

々の日頃の温かいご支援の賜物と深く感謝いたします。



2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【17,906】 千円)

環境教育・

普及啓発事業

2,090

東京湾をきれいにするた 11月 25日 クリスタ

ル ビュー

8人 江戸川総

合人生大

学

東京臨海

西ロータ

リーークラ

ブ

参加者

めの講演活動 70人

ホテル レ

バン ト

定款に記載さ
れた事業名

事業内容 日時 場所 従事者
人数

受益
対象者
舗i開

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

海水浴体験イベン ト

・葛西海浜公園西なぎさ

のほぼ全面

7月 17日 ～

8月 28日 ま

で

延ベ

789人

海水浴客

約6.8

万人

上記中

延ベ

189人

東京都民

及び周辺

県民

参加者

1,185人

11,862観光の振興を

図る事業

里海まつ り。夏

。海での泳ぎ方教室

・水辺の安全教室

・べか舟乗船体験

。すいか害1り

。生物解説

。各種漁具体験

。紙芝居

・レスキューボー ド体験

・カヌー体験

。バリアフリービーチ

・石笛演奏

・ビーチクリーン

7月 17日

18日 、24日

31日

8月 7日

11日 14日

8月 21日

28日

葛西海浜

公園西な

ぎさ

参加者

1,956人

里海まつり。冬

(海苔すき体験)

2月 5日

12日 、19日

26日

3月 5日

葛西海浜

公園管理

事務所テ

ラス

延ベ

164人

10月 4日 都庁 3人東京湾再生センター設置

活動

広報活動 (葛西海浜公園

PRイ ベン ト)

2月 25日 都庁 4人

東京湾再生官民連携フォ

ーラム

9月 21日

10月 1日

オンライ

ン会議

2人

東京都民

及び周辺

県民

浄く,2,500

万人

2月 17日



環境教育・

普及啓発事業

3月 9日 ifTtv=
=-zf-

前掲 東京番町

ライオン

ズクラブ

前掲

前掲

調査研究・研

究開発事業

東京都民

及び周辺

県民

糸

`,2,500

3,954

万 人

葛西海浜公園西なぎさ

。水質調査

・魚類調査

(定置網・釣 り)

西なぎさ 延 ベ

8月 3日

6月 19日

8月 7日

20日 、21日

10月 15日

11月 19日

8月 25日

3月 11日

8月 29日

168人

。二枚貝生息量調査

海に学ぶ

体験活動

協議会

えどがわ
エコセン
ター

東京湾の市民 。NPOの
ネットワーク活動

通年

荒川クリ

ーンエイ

ドフォー

ラム

3人 東京都民

及び周辺

県民

糸く,2,500

万人

江戸川区環境フェアー 6月 4日 (生

物採集 )

6月 5日

(イ ベン ト

当日)

江戸川区

総合文化

会館

延 ベ

24人

江戸川区

民

参加者

約3万人

里海・里山連携

プロジェクト

ー竹ひび 1人 1本活動一

4月 16日

30日

5月 5日

28日

29日 、31日

葛西海浜

公園西な

ぎさ

延ベ

47人

葛西海浜

公園西な

ぎさ

延ベ

596人

ビーチクリーン活動 4月 ～11月

の第4日 曜

日

海苔・わかめ養殖 9月 22日 ～

(4月 9日 )

葛西海浜

公園西な

ぎさ

延ベ

377人

・被覆網効果調査 (設置)



調査研究・研

究開発事業

(効果調査 ) 3月 12日

4月 2日 ～

(継続 中)

4月 2日 ～

9月 11日

前掲 前掲 前掲 前掲 前掲

。かき天然採苗養殖実験

・アサリ採苗実験

(2)そ の他の事業   なし

東 なぎさ再生方策検討
浅草海苔生息調査

3月 11日 東なぎさ 5人



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和 4年度 活動計算書

艶 翅饉 皿浬 蝿 込 △塾型速 哀塑 箋五当日藍塗

金  額 小 計 ・ 合 計

2

募金収入

海水浴体験助成金

2,112,000

4,389,392

16,727,869
10,ノ Z′ ,30U

266,147

73_495_`

4、 813_486

つくだ煮製作費
試食費用

費
費

料
料

食
燃

Tシャツ作製費
検査費
種苗代金 。生のり購入費

０２

２２

９４

３８

４８

∞

００

１３

０３

００

１８

４

３０

・７

・０

３９

８４

５７

９

４０

13,922
159,465

A ・
 
・

 
・ (1)

期 経 常 外 増 滅 |



書式第 15号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

生農i出壁廻厖ム AttAと重遷饉壼ヱ盗当翌聾塗

令和 4年度 貸借対照表

科
“
=1‐ΞI 金  額 小計・合計

現金預金 18,814,838

2
ｎ

ｖ

2

3 の
ｎ

Ｖ

19,014,838

19,014,838

【A】 資 産 合 計 ①+② 19:014:838

1

1 310

2

【B-2

l   前期繰越正味財産額

1  晋面正孫所雇薦蔽顧
~~~

正 味 財 産 合 計

18,698,255

305.273

19,003,528

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 19,014,838



28

令和 4年度  計算書類の注記

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法 人会計基準 (2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)

によっています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

本年度は該当がありません。
(2)固定資産の減価償却の方法

本年度は該当がありません。
(3)引 当金の計上基準

本年度は該当がありません。
(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

本年度は該当がありません。
(5)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.事 業別損益の状況

事 業 報 告 用

科 目
観光の振興を
図る事業

環境教育・普
及啓発事業

調査研究・研
究開発事業

ポーツ振興を図る事 事業部門計 管理部門 合計

81,532
256,057

2,128,100
200,000

0

3,024,742
16,727,869

561000

2,112,000
4,389,392
16,727,869

266.147
337.589 19,808,611 23.495,408

1,517,7601,082, 4,813,436 4,813,436

4.813,436

815,11
16,271,8

2,213,

Ｑ

υ

304,

2,

143

15,275

551

142,

20,

199,

10,

311,

46,

8,463

279,

7,941,

289,

76,

8130

100,

20,

236,

7 1,320

11,134

1 007 496

4,332

183,693

28,078

275

213

7

181

743

7

115,871

89,281
19,41

137,360

88,440

438,

10,

488,

65,

3,210
16,718

171,457
210,000

1,183,710
440,748

164,884
94,800
94,743

12,

53,

395,

7,941,

710,

76,

22,

16,

641,

304,

94,

1,183,

611,

12,

38,

2,112,000
1,364,650

0

45,221

∩

Ｖ

＾
υ

5 6

13,

91,

３

６

０

０

０

　

　

６

０

０

７

０

４

９

　

７

０

３

１

１

８

８

　

５

４

21 147

797

159,

187,

597,491
198,019
534,085
369,443
176,384
104,815
840,000
402,790
53,275

971,472
10,341,536

710,213
76,230
22,807
16,718

641,181
304,800
94,743

1,183,710
611,230
13,922
20,800
91,035

18.376.699
11,862.025 2.090.082 3.954.416 17.906.523 23.190.135

5.280.897 -1.752.493 -1.626.316 1.902.088 -1,596,815 305.273

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4。 その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

雑給
人件費計

(2)その他経費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
印刷製本費
会議費
支払手数料
地代家賃
賃借料
諸会費
交際接待費
委託費
資材費
Tシャツ作製
燃料費
検査費
食料費
種苗・生のり購入費

試食費用
つくだ煮製作費
什器備品費
法定福利費
租税公課
保険料
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額



ｎ
６ 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

本年度は該当がありません。

4 使途等が制約 された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等はありませんでした。

″Э 固定資産の増減内訳
本年度は該当がありません。

り^ 借入金の増減内訳

本年度は該当がありません。

７
〓 役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通 りです。

Ｒ

） その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らか
にするために必要な事項
事業費と管理費の按分方法
2つ以上の事業の事業費及び事業費と管理費に共通する経費は、従事割合に基づき按分しています。

その他の事業に係る資産の状況
なし

科 目

計算書類 に

計上 された
金額

内、役員と
の取引

内、近親者

及び支配法
人たの取弓|

1,372,000
2,311,292 365,000

500,000

3.683.292 365.000 500.000

(活動計算書 )

賛助会員受取会費等

受取寄附金

活動計算書計

(貸借対照表)

該当なし



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 4年度 財産目録

事 業 報 告 用

盤農ヨ出 蟻国厖ム ら五A塑壺:盪盈鏡箋直週会 .

科
■ 1

≡|

命  箱 ノlヽ    言十 合   計

A

1

現金預金

手元現金

三井住友銀行普通預金

三菱UFJ銀 行普通預金

郵便振替

19,014,838

291,488

1,305,144

16,649,470

568,736

000

資産合計

2

(1

0

2

0

3 の

投資その他の資産計 0

19,014,838

19,014,838

0

0

0

0

【A】 資 産 合 計 ①+② 19,014,838

B-1 の

1

2 固定負

【B-1】 負 債 合 計 ③十④ 11,310

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 19,003,528



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 4年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

1堕i塑壁 :週旦 :塾2:型 塾ゝ 五ゝ.壺
`墜

l壺:堕主 12:聾i艶:奎:肇1笙

確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れて ください。)

プ1以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)

ヮ各役員について、親族の規定に違反していません。(法第21条関係)

2 役員一覧 (1)

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬 を受けた期間
(該 当者のみに記入)氏   名

⌒

鯉ジ 監事
セキグチユウゾウ 4年 4月 1日

5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日関口 雄三

つ

ん

⌒

健輩ブ・監事
セキグチシホ

同 上
年

年

月

月

日

日関口 枝芳

⌒

鯉三)監事
シバタタツフミ

同 上
年 月

月

日

日年芝田 竜文

∠

ム

´
~ヽ

こ理3)監事
イシクラカツヒコ

同 上
年  月  日

年  月  日石倉 克彦

① 監事

イシハラ トモノブ

同 上

年

年

月

月

日

日石原 友延

′
０

〇 監事

カンダヤスツグ
同 上

年 月

月

日

日年神田 康嗣

７

１ ∈∋・監事
コバヤシタカジ

同 上
年  月  日

年  月  日小林 孝治

０
０

⌒

、堅.ジ 監事
セキグチマサヒロ

同 上
年  月  日

年二  月   日関口 昌宏

Ｑ

υ

⌒

Q塁壺ヵ監事
ナカショウユウイチ

同 上
年  月  日

年  月  日中正 雄一

10
⌒

無聾ブ監事
ナカガワツヨシ

同  上
年  月  日

年  月  日中川 剛



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2 役員一覧 (2)

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)氏   名

11 (憂罰・監事
ヤマモ トアキラ 4年 4月 1日

5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日山本 章

12
⌒

雪ヽ ,・
監事

セキグチ トモカズ

同  上

年  月  日

年  月  日関口 有功

13
⌒

健警ジ・監事
タナベ トシハル

同 上
年  月  日

年  月  日田辺 稔晴

14
⌒

無壁ブ・監事
ツチヤヨシタカ

同 上
年 月

月

日

日年土屋 芳隆

15
⌒

理事t雖ブ

エトウヨウイチ
同 上

年  月  日

年  月  日江藤 洋一



書式第4号 (法第 10条 。第 28条関係 )

設立 口事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 ふるさと東京を考える実行委員会

氏   名

1
関口 政永

2 山口 忠子

3 松岡 暁子

4 吉田 泰久

5
山本 章

6 大口 員司

7 平塚 良一

8 関口 保

9 浅野 基宣

10
長山 秀文

11
安田 智

12 保戸田 満隆


